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2019年度第 2 回評議員会議事概要 

 

日時：2019年 7月 6日（土） 13：00−15：00 

場所：東京大学本郷キャンパス 化学本館 5階会議室 

出席者※：足立伸一 a, 雨宮慶幸 a, 大原高志（庶務幹事）a, 岡崎伸生（情報幹事）, 尾関智二（監査

役）a，久保田佳基 a, 熊坂 崇 a, 栗栖源嗣（監査役）, 小松一生（会計幹事）, 坂田修身（行事幹

事）a, 佐藤 衛 a, 清水敏之 a，菅原洋子（会長），杉本邦久（広報幹事）, 杉山和正 a, 関根あき子
a, 玉田太郎（男女共同参画推進幹事）a，藤間祥子 a, 西堀英治 a，禾 晃和 a, 三木邦夫 a, 森吉千佳

子 a, 姚 閔 a, 山縣ゆり子（次期会長候補）a, 吉朝 朗 a, 和田 啓 a 

委任状出席者※：井上 豪 a, 植草秀裕 a, 海野昌喜 a, 神山 崇 a, 中川敦史 a, 樋口芳樹 a, 松村浩由 a, 宮

原郁子（編集幹事）a，山口 宏 a 

議長：菅原洋子（2018・2019 年度会長） 

議事録作成者：大原高志 

2019 年度評議員定数 30：出席 21，委任状出席 9 

※2019年度評議員は aで表記       （五十音順） 

 

上記のとおり定足数に足る評議員の出席があったので, 議長は定刻に開会を宣し, 下記のとおり

議事に入った. また, 議事録署名人として大原評議員が選出された. 

 

報告事項 

1 幹事報告 

1.1  庶務幹事報告（大原庶務幹事） 

2019年 3月 26日から 2019 年 6月 24日までの会員の異動状況が報告された．2019年 6月 24 日

現在，会員数が 1105（個人会員 1087 名, 賛助会員 18 社）である．学会共催等依頼について，共

催依頼 1件, 協賛依頼 10 件，後援依頼 2件が報告された． 

会員数の減少傾向が続いていることへの対策として, 会費支払い法について銀行からの引き落

としへの移行を進めることで会費未払いによる強制退会者を減らすこと, 金沢年会で学生会員を

対象とした企業との相談のためのスペースを設けることで学生に対して入会のメリットを示すこ

とが報告された. 

1.2  会計幹事報告（小松会計幹事） 

2020 年度予算案の検討状況が報告された. 会員数減少に伴い 2020 年度は会費収入が減少す

る見込みであること, 2018年度の黒字分の多くが例年より多かった年会開催費の黒字分であり, 

2020年度は例年の年会開催費を勘案して適正な予算を設定する必要があることが報告された. 

新たに製作が必要となる学会賞の副賞について, 学会賞のメダルについては前回製作時の

鋳型が紛失しており, 対応を検討していることが報告された. また, 進歩賞副賞については新

規デザインの盾を検討中であること, 西川賞副賞については西川初代会長の業績がわかるデ

ザインのトロフィーを検討中であることがそれぞれ報告された. 

学会費の銀行自動引き落としについて, 学会ホームページより申込用紙のダウンロードが
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可能となったこと, 8月末の学会誌に申込用紙を挟み込むことが報告された. また, 2020年度よ

り学会費振込手数料を学会負担から会員負担に変更すること, 検討を行ってきた学生会員の

年会費複数年支払いについては実施が難しいことがそれぞれ報告された. 

1.3  編集幹事報告（代理報告：大原庶務幹事） 

5月末発刊の学会誌 2号の会告において掲載漏れ項目があり, 今後の会告記事内容の 

確認, 掲載手順を検討中であることが報告された. また, 今年度の学会誌の発行予定および

学会からの情報掲載予定が示されるとともに, 6 月 1 日に行われた編集幹事会の内容が報告さ

れた. 

1.4  行事幹事報告（坂田行事幹事） 

結晶学会が主催する第 8 回対称性・群論トレーニングコース(2019 年 7 月 29 日～8 月 2 日), 

Introduction to Symmetry and Space group (2019年 7月 22日～7月 26日), 「粉末X線解析の実際」

2019講習会(2019 年 7月 17日～19日)の準備状況が報告された.  

今年度の金沢年会(2019年 11月 18日～20日, 金沢市文化ホール)の準備状況ならびに学生会

員を対象とした企業との相談スペースの設置が報告された. 

第 70 周年記念大会となる 2020 年度のつくば年会(2020 年 11 月 27 日～29 日, つくば国際会

議場)および 2021年度の札幌年会(2021年 11月, 北海道大学学術交流会館)の準備状況が報告さ

れた. また、2022年度の年会について, 関西学院大学が次期執行部からの要請があれば引き受

ける予定であることが報告された. 

1.5  広報幹事報告（杉本広報幹事） 

定期配信メールの配信状況, 会員の発案による配信メールの依頼手順, 広島年会報告記事お

よび高良先生追悼記事の IUCr NewsLetter への投稿状況, 結晶学会が周知されるための取り組

みについての検討状況が報告された. また, 定期配信メールの配信日を 7月から第 3月曜日(休

日の場合は翌日)に変更すること, 配信先の 14%が宛先不明メールとなることから会員のメー

ルアドレスの再確認方法について検討中であることが報告された. 

1.6  情報幹事報告（岡崎情報幹事） 

学会Web ページへの「日本の結晶学 I/II」, 「X線(日本結晶学会誌の前身)」, 西川正治初代

会長の業績についての関連資料等, 結晶学と結晶学会の歴史と沿革に関する資料の掲載準備

状況が報告された. また, 各ページのアクセス状況についての報告がなされた.  

1.7  男女共同参画推進幹事報告（玉田男女共同参画推進幹事） 

男女共同参画学協会連絡会の分担金(15,000円)の支払いが完了したこと, 第 4回大規模アンケー

ト活動調査について栗栖委員から回答したこと, 第 17期運営委員会に委任状出席の予定であるこ

とがそれぞれ報告された. 

国立女性教育会館で開催予定の女子中高生夏の学校 2019 でポスター展示およびキャリア相談

ブース出展を行い, 橋爪委員と原田彩佳氏(KEK, 入会予定)が対応予定であることが報告された. 

金沢年会での企画の準備状況が報告された. 

2 AsCA関係 

栗栖AsCA評議員よりAsCA 2019 (December 17-20, 2019, Singapore)について, 会員へのメール案内

予定や各種締切, ポスター発表での flash presentation導入などが報告された. また, AsCA2022の立

候補受付および次期副会長選挙が予定されていることもあわせて報告された. 
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3 日本学術会議関係 

日本学術会議結晶学分科会の山縣委員より 5月 29 日に開催された化学委員会・物理委員会合

同結晶学分科会（化学委員会 IUCr 分科会との合同開催）の報告として, マスタープランの選考

状況, 「情報科学との融合による新化学創成」提言の準備状況, 今後の活動としてマイクロ ED

のキャッチアップしていくこと等の報告がなされた. また, 次回分科会が 12月 26日に予定され

ていることもあわせて報告された. 

4 IUCr 関係 

日本学術会議 IUCr 分科会の菅原幹事より, IUCr2020 から若手研究者奨励のための賞として新

設される Bragg Prizeの推薦要領についての情報が報告された. また, IUCr 国内委員会よる IUCr

分科会の委員候補推薦, 5月に行われた IUCr2020の IPCの説明がなされ, 日本の貢献を高めるた

めの対応について協議を進めていることが報告された. 

 

審議事項 

1. 会員異動 

2019 年度第 1 回評議員会以降の新規入会者の紹介，入会申込書類の回覧があり，全員の入会

が満場一致で承認された． 

2. 共催・協賛・後援 

別紙記載の共催・協賛・後援依頼 13件が満場一致で承認された. 

3. 学会賞 

2019年度学会賞選考委員会の答申を受け，菅原会長より授賞候補者として以下の3件が推薦され，

満場一致で承認された．各賞の授賞者，授賞題目は以下のとおりである． 

西川賞：高柳邦夫 会員 

 「電子線結晶学による表面ナノ構造と量子伝導性との同時観測に関する研究」 

学術賞： 平田邦生 会員 

 「高難度タンパク質微小結晶構造解析の汎用化を実現した迅速自動データ収集システムの開発」 

進歩賞：志甫谷 渉 会員 

 「エンドセリン B 型受容体の結晶構造と活性化機構の解明」 

なお, 各賞の推薦理由書については, 評議員会での検討を受けて評議員会終了後, 若干の修正をメ

ール審議で行った． 

4. 「日本結晶学会学会賞規程」の改定 

学会賞進歩賞に対する応募状況や, 若手研究者の研究環境の変化に鑑み, 学会賞規程の変更

について前評議員会に引き続き審議を行い, 学会賞規程を資料 1 の通り改定することが満場一

致で承認された.  

5. IUCr Bragg Prizeへの推薦 

IUCrで新設されたBragg Prizeについて, 推薦要領をメール配信等で会員に広く周知するとともに, 

推薦の際には情報共有の意味で事務局への連絡を依頼することが満場一致で承認された. 

6. 次期評議員候補推薦 

大原庶務幹事より，結晶学会誌 4 号（8 月発行）に次期評議員候補の推薦依頼を掲載すること
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と, その後の予定について報告され, 推薦の依頼があった． 

7. 次期評議員会日程 

次回幹事会・評議員会（2019 年度第 3 回評議員会）の日程と会場について，下記の開催案が

提案され, 満場一致で承認された． 

日時：2019 年 11 月 18日（月）幹事会 13:30 – 16:00 

                           評議員会 16:00 – 18:00 

場所：金沢市文化ホール 

8. その他 

年会参加者について, 学会費納入状況の確認を事務局に依頼することとした.  

 

以上 

 


